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愚庵「巡礼日記」を歩く

古座街道を歩く（最終回）に続けて

　熊野の地は、日本の信仰の始まりの地とされています。
紀伊半島は、日本列島が大陸から離れる前からプレートに
押されてせりあがってくる大地の動きと、大陸から離れて
いく時代に起こった世界最大のカルデラ噴火など激動の
痕跡が刻まれています。 
　カルデラ噴火の時に噴火しきれなかったマグマだまりが、
１４００万年の風化浸食で地表面が洗い流され、マグマが
冷えながら隆起することによって、地下７００ｍから地上に
姿を現したのが現在みられる巨石や巨大な岩塊です。そ
の風化浸食の過程で削られた場所に水の流れができ、高
低差や断層がある所には滝が生まれました。また、風化
浸食によって土壌が生まれ、地すべりが起こり植物が育つ
環境が形成され、やがて大きな樹木が育っていきました。
このダイナミックな自然の動きは太古から日本人の畏敬の
対象となり、自然そのものを信仰の対象として崇めるよう
になりました。自然信仰は神道の源流の一つともいわれ、
熊野には現在でも自然物が直接信仰の対象として祀られ
ている場所が多く残っており、無社殿神社はその名残と
考えられています。
　神内神社は、紀宝町に鎮座する巨大な岩塊をご神体と
した無社殿神社です。現在は安産の神様として知られて
おり、家族やカップルで参拝する姿が見られます。ご神体
の岩の下の方が小さな岩窟になっており神座が設けられて
います。参道には大きな岩がいくつもあり、神武天皇をお
祀りした岩室や、参拝の際には2つの大きな岩に挟まれた
石段を登ります。また、神内神社へ行く道中に「古神殿」
といわれる岩の丘があり、神内神社の本宮と伝わってい
ます。 

2026
No.79　4月下旬、熊野古道伊勢路の調査で内宮から

熊野へ向けて歩いた時のこと。玉城町から大台
町にかけて淡い赤色の花をつけた植物が沿線で
咲き誇っていた。4年前の同じ時期に歩いた時
には無かった植物である。和名はナガミヒナゲ
シ（Papaver dubium L.）、ヨーロッパ地中海沿岸
原産の一年草でケシ科に属する植物である。写
真左上部に種子が詰まった3cmほどの細長い実
が写っている。この長い実をつけるヒナゲシと
いうことが和名の由来だ。
　ケシと聞いて麻薬の一種アヘンを思い浮かべ

る人もいるだろう。ところが本種にはその成分
は含まれていない。が、有毒成分であることに
は間違いない。人によってはかぶれ症状が出る
ので、できる限り触れぬようにしたい。
　近年、日本のいたるところでその姿を見かけ
るようになった。日当たりの良い空き地や、道
路沿いがかれらの一等地だ。特徴は繁殖力が非
常に強いことである。１つの果実の中には、お
よそ1,500粒もの種子が詰まっており、１株で
約100個の実をつけることから、1個体で15万
粒もの種子を生産する。昭和36(1961)年、東

京世田谷で最初に確認されて以来、爆発的に日
本全国へと広がった。日本に持ち込まれた経路
は不明だ。東紀州地域でもあちらこちらで見か
けるようになった。
　花ことばは「癒やし」。風に揺られて咲く花
の様子からイメージされたものだ。反面、驚異
的な繁殖力で今後、生態系を破壊しかねない植
物へと敵対視される可能性が大きい。まさしく
「羊の皮をかぶった狼」だ。

‒ 羊の皮をかぶった狼 ‒
～ナガミヒナゲシ～

Vol.17くまの
自然歳時記

ひ と り ご
と

夏

●
●

●
●

●
●
●

発行日：2026年6月10日（季刊）
編集・発行：三重県立熊野古道センター
（三重県指定管理者 NPO法人熊野古道自然・歴史・文化ネットワーク）
編集担当：玉村／小島
連絡先：〒519-3625三重県尾鷲市向井12-4
TEL 0597-25-2666
FAX 0597-25-2667
Mail info@kumanokodocenter.com
開館時間：午前9時～午後5時
入場料：無料
休館日：12月31日、1月1日（その他メンテナンス時休館）

60000260610AT
ht tps: //kumanokodocenter.com

熊野古道センター
検 索

ホームページ

熊野古道センターからのてがみ
2026年 夏号

みえ尾鷲海洋深層水
「夢古道の湯」
深海415メートルから取水された海洋深
層水のお風呂。ミネラル分が豊富で保温
性に優れているので、湯上り後もポカポ
カです。
営業時間：午前10時～午後9時30分 　
　　　　（入館受付：午後9時まで）

フードコート
「ＯＭＯＴＥＮＡＳＩ」
尾鷲湾を一望できる場所で、古道ラーメン、深
海から揚げ、おにぎり、デザートなどを取りそ
ろえています。土日祝のみ「ほんじつさかな」も
営業し、地元の美味しい魚を提供します。
営業時間：午前10時～午後3時（ラストオーダー午後2時45分）
　　　　  ※月曜日定休（祝日の場合は翌日）

　古座街道を利用し田辺へ、白浜温泉では湯を楽しむ。第2番目粉河寺から第
33番目を巡り、清水寺産寧坂草庵に帰着する過程が記される。第四番目巻尾
寺の次に、11月3日高野山に寄り道する。奥の院にて芭蕉の句碑「父母の頻り
戀し稚子の聲」にいたく感動する。名句だと言い切るのである。空海の母が慈
尊院に留められた故事を思い浮かべてなお気持ちが高ぶったのであろう。奈
良、京都、滋賀の各札所では浮浪者対策のため寺院の軒先で寝ることを断ら
れることが多くなる。やむなく民家に泊まったり、夜道をさらに歩いて宿にた
どり着く。
　11月19日第十六番音羽山清水寺に至った折には、出立した草庵が近く心そ
ぞろとなり一瞬迷う。一晩であっても庵室に入れば立ち帰ったも同じとあえて

庵室の前を通り過ぎるが、近隣の者
に見つかり走り寄られる。心を強くし
て祇園近くに宿を取る。近隣の者は
放っておかずあれこれと世話を焼くのである。頭陀袋に詰めてあった衣類など
一新する。好物である雑煮が振る舞われたりする。「深切の心見えてうれし」
と書き留める。
　11月24日第二十一番穴太寺へと再び巡礼が始まる。やがて12月21日昼下が
り産寧坂の草庵に帰り着く。実に九十三日凡そ四百里余の旅程であった。近隣
の人々、次 と々訪ね来て長旅の思い出を語るのである。いと心うれし。「旅路の
心やすげや冬木立」と詠む。

熊野の自然信仰

ナガミヒナゲシナガミヒナゲシ

神木神社ご神体神木神社ご神体

ご神体の神座ご神体の神座大岩に挟まれた参道大岩に挟まれた参道 古神殿古神殿

ぐあん

宮本センター長の

提供：国際日本文化研究センター

都名所図会より音羽山清水寺

もとみや

こうのうち

The Letter from Mie Prefectural Kumano Kodo Center からのてがみ

お車でお越しの方は…

電車でお越しの方は…

尾鷲北IC→坂場交差点を直進→「ホテルビオラ」が
ある交差点を右折→しばらく県道を海沿いに走り、
案内看板を右折して到着（尾鷲北ICから約10分）
※尾鷲南ICからは約8分

JR尾鷲駅下車→ふれあいバス「尾鷲駅」バス停
（徒歩1分）乗車→「熊野古道センター前」バス停
下車

お車でお越しの方は…

電車でお越しの方は…

『夢古道おわせ』に関するお問い合わせは

センター敷地内『夢古道おわせ』

公式X（旧Twitter）、インスタグラム
随時配信中！
企画展、イベント情報、センター周辺のちょっとした
話題など、随時更新しています。ぜひご覧ください。

三重県立熊野古道センター公式チャンネル
YouTube
動画
公開中！

講演会やイベントの動
画を

アップロードしていま
す。

ぜひチャンネル登録
お願いします。



世界遺産センター

　季節の変わり目で暑くなったり寒さが戻ったりしていますが、熊野本宮では歩いてこられる国内外の旅行者で賑
わっています。
　年度末の２月２８日～３月２２日、世界遺産熊野本宮館において、令和７年度に実施した次世代育成事業で各学校
が取り組んだ学びの成果をまとめた壁新聞などの展示と「道普請」の取り組みを紹介するパネル展を実施しました。道
普請の展示では、昨年度末に退任された辻林浩和歌山県世界遺産センター顧問を含む有志が「道普請」を始めるこ
とになった経緯や現在までの歴史、道普請の行程、使用している道具や道普請参加者の声を展示しました。また、展示
中３月１５日には、当センター丹野調査員の企画展解説講座を行い、講座終了後、参加者に道普請を体験してもらい
ました。
　世界遺産センターでは、道普請の様子を動画で紹介しています。ぜひホームページをご覧になり、応募下さい。他府
県からの参加も歓迎しています。一定量以上の土を運びますので、１０人程度以上で応募いただければと思います。

㈱伊藤園・海南市立内海小学校、花王㈱和歌山事業場・㈱みずほ銀行和歌山支店、㈱伊藤園・㈱オークワ、熊野古道を歩く道普請のなかまたち、三菱電機㈱冷熱シ
ステム製作所、一般財団法人さわかみ財団、富士電機E＆C㈱、和歌山県経営者協会、KDDI㈱、川西市立清和台中学校、JATA、南山大学附属小学校、㈱阪急交通社

令和8年3月中旬～令和８年6月上旬の道普請参加団体（敬称略）

和歌山県世界遺産センターHP https://www.sekaiisan-wakayama.jp/ をご覧ください。詳細につきましては

和歌山県田辺市本宮町本宮100-1
0735-42-1044
0735-42-1560
e1004011@pref.wakayama.lg.jp

住　所
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mail

お問合せ先 和歌山県世界遺産センター

紀北町の文化財と津波の教訓
GWイベントの様子

　紀北町をはじめ当地域には、宝永地震や安政東
海地震、昭和東南海地震などの記録を今に伝える文
化財が残されています。当時の人々が災害の恐ろし
さや避難の大切さを伝えるために建てられたと思わ
れます。津波碑や供養塔、古文書などの文化財は、未
来へ教訓を伝える地域の記憶でもあります。天災は
忘れたころにやってくると言いますが、文化財から昔
の人のメッセージを受け取って備えましょう。

　毎年恒例のGWドリームフェスタ、本年
は大好評のクライミングウォール、日曜わく
わく大集合、ミニ機関車搭乗体験などに加
え、当センター初のステージイベントで盛り
上がりました。シャボン玉大道芸やフラダ
ンス、バンド演奏など、県内より8グループ
の出演者にご応募いただき、素晴らしいパ
フォーマンスを披露して頂きました。出演者
の皆様、そしてたくさんのご来場の皆様、今
年も本当にありがとうございました。

体験学習

次世代育成事業成果物展示

道普請企画展

三浦津波碑

午後1時～3時
3,000円（材料費含む）
24名（要申込・応募多数の場合抽選）
中学生以上

時　間
参加料
定　員
対　象

体験学習室
西岡宏起氏（相可高校食物調理科教諭）
相可高校調理クラブの皆さん
三重県教育委員会

場　所
講　師

共　催

くまの古道料理教室
～相可高校に学ぶ～
くまの古道料理教室
～相可高校に学ぶ～

　原始宗教の始まりの一つと考えられている自然
信仰を、熊野に現在も残る巨岩、巨木、大滝を写
真や解説パネルで紹介し、日本の信仰の源流に迫
ります。

●会期中無休●会期中無休

午前9時～午後5時
無料
企画展示室

2026 7／11●土 ▶9／27●日 時　間
入場料
場　所

熊野の巨岩、巨木、大滝
自然信仰～企画展

　長年熊野の信仰を研究されている三石学氏（熊野市
文化財専門委員長）をお招きし、ご講演をいただきます。

午後1時30分～3時
無料
80名（要申込・先着順）
映像ホール
三石学氏（熊野市文化財専門委員長）
7月29日（水）～8月29日（土）
午後5時まで

2026 8／30●日
時　間
参加料
定　員
場　所
講　師
受　付

熊野の自然信仰
企画展付属講演会

深緑の大台ケ原山系を背景に、紺碧の熊野灘に囲まれた自然豊
かな町、紀北町の数ある文化財より特徴的なものを紹介します。

午前10時～午後5時
無料
特別展示室

2026 7／25●土 ▶10／12●月・祝
時　間
入場料
場　所

郷土の軌跡～紀北町の文化財展
特別展示室企画展

道普請には資材費（土代金）が必要となります。　※天候等の事情により、日程及び内容を変更する場合があります。

　昨年12月、国指定史跡「熊野参詣道伊勢路」に追加指定され
る答申がなされ、世界遺産追加登録への第一歩を踏み出した３
つの資産の動向などについて、文化財保護技師ならではの視点
で詳しくお話しいただきます。

午後1時30分～午後3時
無料

2026 9／19●土
時　間
参加料

80名（要申込・先着順）
映像ホール
伊藤文彦氏（斎宮歴史博物館 調査研究課 主幹・文化財保護技師）
令和8年8月18日(火)～9月18日(金)

場　所
定　員

講　師
受　付

新熊野学講座②講座・講演

八鬼山荒神堂跡・茶屋跡

新たな世界遺産登録に向けて

　ヒノキを使ったそら豆型スツール作り。
日常使いにも。本格的な木工体験教室を
開催します。

体験学習

午後1時～午後3時30分
500円(材料費8,000円)
20名(要申込・応募多数の場合抽選)
小学生以上(小学3年生以下は保護者同伴)
体験学習室
竹内健悟氏(家具工房kigumi)
8月6日（木）～9月6日（日）
午後5時まで

2026 9／20●日
時　間
参加料
定　員
対　象
場　所
講　師
受　付

　おうち型貯金箱やドアプレートなど。
おわせヒノキの魅力に触れながら、子
供から大人まで安心して楽しめる木工
体験教室を開催します。

午後1時～午後3時
500円～2,000円(体験内容による)
20名程度(当日受付・先着順)
どなたでも
交流棟大ホール
大形あかね氏(えびすや)

2026 8／9●日
時　間
参加料
定　員
対　象
場　所
講　師

ものづくりを通して夏の思い出づくりの場としていただく為の
体験教室を開催します。

①午前10時～正午 ②午後2時～4時
1,500円（材料費含む）
各10名
小学生以上（小学生は保護者同伴）
体験学習室

2026 8／15●土
時　間
参加料
定　員
対　象
場　所

熊野古道センター職員
7月1日（水）～8月1日（土）
午後5時まで

講　師
受　付

ヒノキの木琴づくり体験
体験学習

ヒノキの木琴

午前10時～正午、午後1時～3時
200円（材料費含む）
100名（当日受付・先着順）
どなたでも

2026 8／14●金 ▶16●日
時　間
参加料
定　員
対　象

交流棟大ホール
熊野古道センター職員

場　所
講　師

　小さなお子様から大人の方まで気軽にご参加いただ
ける大人気のうちわ作り体験を今年も開催します。

「オリジナルうちわ作り体験」
夏の風物詩体験学習

●雨天の場合7月5日（日）●雨天の場合7月5日（日）

午前10時～正午
1,000円(資料代・保険料含む)
15名(要申込・応募多数の場合抽選)
小学生以上(小学3年生以下は保護者同伴)

2026 7／4●土
時　間
参加料
定　員
対　象

　大白池を周回する遊歩道や海岸を散策しながら、樹木の分類
や名前の由来、その生態について学びます。

くまの自然科学教室②「樹木観察会」
くまの自然科学教室

大白公園(紀北町矢口浦)
山本和彦氏(三重自然誌の会会員/紀北町文化財調査委員)
～6月20日（土）午後5時まで

場　所
講　師
受　付

　小さなお子様からお楽しみいただける楽しいコンサートです。尾鷲
ひのき製のカスタネットで京フィルの演奏に参加できるコーナーも♪

午後2時30分～4時 ※開場：午後2時
●中学生以下（カスタネット付）500円
●高校生以上1,000円 
　※カスタネット付＋500円

200名（要入場券・先着順）
どなたでも

2026 8／2●日
時　間
入場券

定　員
対　象

交流棟大ホール
京都フィルハーモニー室内合奏団
公益財団法人 岡田文化財団
特定非営利活動法人 
京都フィルハーモニー室内合奏団
6月19日（金）～入場券販売

出　演
場　所

助　成
共　催

受　付

京フィル・ゼロ歳児から入場できる
カスタネットとのクラシックコンサート

交流イベント

ヒノキのカスタネット

丹倉（あかくら）神社

　『楽しく学びながら料理を作り、美味
しく食べる』をテーマに地域の食文
化について学び、三重県内の様々
な食材の魅力を紹介します。

おわせヒノキの木工体験教室おわせヒノキの木工体験教室

①午前10時～正午 
②午後1時30分～3時30分
木製ぽっくり1,000円（材料費含む）、
キーホルダー200円（材料費含む）
計30名程度（当日受付・先着順）

2026 8／16●日
時　間

参加料

定　員

どなたでも（小学生3年生以下は保護者同伴）
芝生広場（丸太切り）、
体験学習室（穴あけ・焼きペン等、仕上げ作業）
熊野古道センター職員

対　象
場　所

講　師

丸太を切って木製ぽっくり＆
ひのきのキーホルダーを作ろう

体験学習

熊野にあった鉱山の歴史
新熊野学講座①講座・講演

　紀和町にあった江戸時代から続く鉱山の歴史についてお話しいた
だきます。

午後1時30分～午後3時30分
無料
80名（要申込・先着順）
映像ホール

2026 7／26●日
時　間
参加料
定　員
場　所

堀 誠 氏（熊野市教育委員会 熊野市紀和鉱山資料館）
6月25日（木）～7月25日（土）午後5時まで

講　師
受　付

紀州鉱山選鉱場 昭和45年

花の窟神社

夏を乗り切る栄養満点料理

2026 7／12●日
5月28日（木）～6月28日（日）午後5時まで受　付

マグロ料理

2026 8／23●日
7月9日（木）～8月9日（日）午後5時まで受　付

町指定文化財 大昌寺 格子絵天井

　地域の子供たちによる太鼓の演奏や盆踊りに縁日など、子供
から大人まで楽しめる夏の夜のイベントを開催します。

午後5時～午後8時
無料
どなたでも

2026 8／14●金
時　間
参加料
対　象

芝生広場（雨天の場合大ホール）
向井子ども太鼓、柳蛙会（りゅうあかい）、
祐結会（ゆうゆうかい）、八鬼山山麓イベント実行委員会

場　所
協　力

みんなでおどろう！納涼盆おどり
交流イベント

●浴衣・甚平で参加の子どもにお菓子を
　プレゼント！（先着100名）

●雨天の場合9月13日（日）●雨天の場合9月13日（日）

午前10時～正午
1,000円（資料代・保険料含む）
15名（要申込・応募多数の場合は抽選）
小学生以上（小学3年生以下は保護者同伴）

2026 9／12●土
時　間
参加料
定　員
対　象

　紀伊半島が形成された大きな大地の動きを、意外と身近な
場所の石の観察をとおして専門家から学びます。

くまの自然科学教室③「石の観察会」
くまの自然科学教室

村嶋不動滝、大曽根浦（尾鷲市向井、大曽根浦）
二村直司氏（尾鷲市文化財調査委員）
7月29日（水）～8月29日（土）
午後5時まで

場　所
講　師
受　付

午後1時 ～午後3時
3,000円（材料費含む）
20名(要申込・応募多数の場合抽選)
一般

2026 9／27●日
時　間
参加料
定　員
対　象

体験学習室
可知景子氏
(施設観光案内所「けいこの小さな山の家」運営)

8月13日（木）～9月13日（日）午後5時まで

場　所
講　師

受　付

　九鬼漁港であがった地魚を捌いてお刺身を味わう料理教室を
開催します。

魚をさばく～漁師町を味わう～
体験学習

夏の思い出づくり
体験教室

夏の思い出づくり
体験教室

木製ぽっくり

大曽根浦海食洞

500×300×400

  お申込み・お問い合わせは、
お電話か直接 熊野古道センターへどうぞ！ TEL.0597-25-2666内容は変更になる場合がございます。

●詳細はホームページでお知らせします。




